
「「「「「「「「社会社会社会社会にににに生生生生きるきるきるきる学力学力学力学力」」」」のののの社会社会社会社会にににに生生生生きるきるきるきる学力学力学力学力」」」」のののの獲得獲得獲得獲得をををを獲得獲得獲得獲得をををを目指目指目指目指してしてしてして目指目指目指目指してしてしてして

・東大附属の教育目標とカリキュラム

・教育学部との連携と知の財産

・教育研究（協働学習）の取組

・研究体制、組織づくり

・イノベーション科研との関り・イノベーション科研との関り

・今後の方向性とあり方

東京大学教育学部

附属中等教育学校

村石幸正・福島昌子



情報の力

多様多様多様多様なななな情報情報情報情報のののの中中中中からからからから

必要必要必要必要なななな情報情報情報情報をををを選選選選びびびび、、、、

ことばの力

自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを

ことばをことばをことばをことばを使使使使ってってってって

はっきりはっきりはっきりはっきり伝伝伝伝えるえるえるえる力力力力
論理の力

筋道筋道筋道筋道をををを立立立立てててててててて

考考考考えられるえられるえられるえられる力力力力

・・・・豊豊豊豊かなかなかなかな人間人間人間人間

・・・・自主的自主的自主的自主的なななな思考思考思考思考とととと判断力判断力判断力判断力

・・・・のびやかなのびやかなのびやかなのびやかな表現力表現力表現力表現力

連動連動連動連動したしたしたした教科教科教科教科のののの学習学習学習学習とととと

＜＜＜＜教育目標教育目標教育目標教育目標＞＞＞＞＜＜＜＜教育目標教育目標教育目標教育目標＞＞＞＞

未来未来未来未来にひらくにひらくにひらくにひらく自己自己自己自己のののの確立確立確立確立未来未来未来未来にひらくにひらくにひらくにひらく自己自己自己自己のののの確立確立確立確立

55つのつのつのつの力力力力つのつのつのつの力力力力

発信発信発信発信できるできるできるできる力力力力

身体・表現の力

さまざまなさまざまなさまざまなさまざまな技技技技をををを身身身身にににに

つけつけつけつけ、、、、しなやかなしなやかなしなやかなしなやかな身身身身

のこなしでのこなしでのこなしでのこなしで自分自分自分自分をををを表表表表

現現現現できるできるできるできる力力力力

関係の力

人人人人やややや物物物物とのとのとのとの関関関関わりをわりをわりをわりを

大切大切大切大切にできるにできるにできるにできる力力力力

連動連動連動連動したしたしたした教科教科教科教科のののの学習学習学習学習とととと

多様多様多様多様でででで系統的系統的系統的系統的なななな総合学総合学総合学総合学

習習習習によってによってによってによって『『『『5つのつのつのつの力力力力』』』』をををを
育成育成育成育成しししし、、、、そのそのそのその『『『『5つのつのつのつの力力力力』』』』

をそれぞれのをそれぞれのをそれぞれのをそれぞれの子子子子どもたちどもたちどもたちどもたち

のののの未来未来未来未来をををを切切切切りりりり拓拓拓拓いていくいていくいていくいていく

力力力力、、、、すなわちすなわちすなわちすなわち「「「「生生生生きるきるきるきる力力力力」」」」

にまとめにまとめにまとめにまとめ上上上上げげげげるるるる



6年生

5年生

4年生

教科学習だけでは得られない幅

広い体験をさせ、「大学・社会で

の学びにつながる人間の育成」

を行っている

教
科

カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム計画計画計画計画カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム計画計画計画計画

4年生

3年生

2年生

1年生

科
学

習



自分で決めたテーマを、2年間通して追及し、論文にまとめる。

4年間の総合学習の経験をもとに、個性や特性を生かしながら、

指導教員の下、自分の力で論文や作品を作り上げる

＜＜＜＜内閣総理大臣賞内閣総理大臣賞内閣総理大臣賞内閣総理大臣賞＞＞＞＞

渡辺渡辺渡辺渡辺あやかあやかあやかあやか 「「「「野川野川野川野川 ～～～～よりよりよりより良良良良いいいい川川川川をををを目指目指目指目指してしてしてして～」～」～」～」

５５５５････６６６６年生年生年生年生５５５５････６６６６年生年生年生年生 卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究

渡辺渡辺渡辺渡辺あやかあやかあやかあやか 「「「「野川野川野川野川 ～～～～よりよりよりより良良良良いいいい川川川川をををを目指目指目指目指してしてしてして～」～」～」～」

＜＜＜＜銀賞銀賞銀賞銀賞＞＞＞＞

杉田晋一郎杉田晋一郎杉田晋一郎杉田晋一郎 「「「「夏目漱石夏目漱石夏目漱石夏目漱石のののの小説小説小説小説にににに見見見見るるるる空空空空のののの描写表現描写表現描写表現描写表現」」」」

＜＜＜＜銀賞銀賞銀賞銀賞＞＞＞＞

名富桜子名富桜子名富桜子名富桜子 「「「「『『『『名富名富名富名富』』』』というというというという姓姓姓姓のののの男男男男」」」」

＜＜＜＜銅賞銅賞銅賞銅賞＞＞＞＞

根岸千悠根岸千悠根岸千悠根岸千悠 「「「「日本日本日本日本のののの子子子子どものどものどものどもの『『『『算数力算数力算数力算数力』』』』をををを考考考考えるえるえるえる」」」」

＜＜＜＜入選入選入選入選＞＞＞＞

他他他他20名名名名



教育学部教育学部教育学部教育学部教育学部教育学部教育学部教育学部とのとのとのとの連携連携連携連携とのとのとのとの連携連携連携連携（（（（１１１１））））（（（（１１１１））））

＜＜＜＜東大附属東大附属東大附属東大附属をフィールドとしたをフィールドとしたをフィールドとしたをフィールドとした研究研究研究研究＞＞＞＞

○東京大学双生児科学推進事業

〇学校教育高度化専攻との連携〇学校教育高度化専攻との連携

（平成23年度：21名の実地研究を受け入れ）

基盤(A)科研費 （平成23年度から）

*「社会に生きる学力形成をめざしたカリキュラム・イノベー

ションの理論的・実践的研究」

*図書館を学習過程の中心に置く

「探求型学習の方法に関する教育実践と評価」



＜教育学研究科と附属学校の連携研究＞

○授業研究

「学びの共同体」2005年～

「教えて考えさせる授業」2009年～

〇健康教育研究

教育学部教育学部教育学部教育学部教育学部教育学部教育学部教育学部とのとのとのとの連携連携連携連携とのとのとのとの連携連携連携連携（（（（（（（（22222222））））））））

〇健康教育研究

「発育・発達」身体教育学コースとの連携

「心理教育」

※種々の研究依頼に

対する協力

0%8%
4%

34%
42%

8%
4%

大学教員大学教員大学教員大学教員のののの研究研究研究研究にににに対対対対するするするする附属学校附属学校附属学校附属学校のののの

協力協力協力協力状況状況状況状況(H21年度全附連調査結果年度全附連調査結果年度全附連調査結果年度全附連調査結果））））
年間10件以上

年間7～9件

年間4～6件

年間1～3件

なし

不明



【授業改革が目指す方向性】

・一方的に効率よく知識を伝達し、暗記させ

る教え込み授業を変える

・教科書、ノートの学びから、仲間と共に探

求し合う問題解決的な学びに転換する求し合う問題解決的な学びに転換する



○説明や質問を言語化することで不明瞭な点が明

らかになり、より理解が深まる（理解深化）

○集団全体としてより豊かな知識ベースをもつこと

ができるため、限られた時間内に思考が節約で

＜＜＜＜協働学習協働学習協働学習協働学習のののの機能機能機能機能＞＞＞＞＜＜＜＜協働学習協働学習協働学習協働学習のののの機能機能機能機能＞＞＞＞

ができるため、限られた時間内に思考が節約で

き、アクセス可能、利用可能な地域が増える

○相手の反応等によって、自己の認知過程や思

考のモニタリング（評価調整）ができる

○相互にやり取りをし、同じ意見や活動を共有るこ

とで、参加への動機やグループ意識が高まる



＜＜＜＜＜＜＜＜教員教員教員教員アンケートによるアンケートによるアンケートによるアンケートによる振振振振りりりり返返返返りりりり教員教員教員教員アンケートによるアンケートによるアンケートによるアンケートによる振振振振りりりり返返返返りりりり＞＞＞＞＞＞＞＞

（（（（改善改善改善改善されたされたされたされた点点点点））））

生徒について

・主体的に学ぶ姿勢が身についた

・考えることや解決の過程を楽しむようになった

・協力して課題に取り組み、学習に集中するように

なったなった

・班活動がスムーズになった

・学校が落ち着き、生徒が穏やかになった

・「わかる」「わからない」が差別化されず、コミュニケ

－ションのきっかけとして作動している

・多様な考え方を受け入れられるようになった



＜＜＜＜＜＜＜＜教員教員教員教員アンケートによるアンケートによるアンケートによるアンケートによる振振振振りりりり返返返返りりりり教員教員教員教員アンケートによるアンケートによるアンケートによるアンケートによる振振振振りりりり返返返返りりりり＞＞＞＞＞＞＞＞

（（（（改善改善改善改善されたされたされたされた点点点点））））

教師・授業について

・授業中に生徒をケアする姿勢が身につき、学習の

遅れが生じる生徒が減った

・他の授業への参加が抵抗なくなった・他の授業への参加が抵抗なくなった

・お互いの授業が見やすくなった

・生徒の様々な面が見られるようになった

・教員同士、お互いを理解し尊重するようになった

（同僚性）



１．国立附属学校における「国の拠点校」としての機能

２．公立学校、中等教育学校の開発学校の「モデル」であること

３．ヴィジョンへのアプローチ（短期的→長期的）

・一年ごとの明確な振り返りが可視化

・持続可能で長期的な変容

何を共有するのか？（具体化）

目

的

・持続可能で長期的な変容

４．年間計画の中での位置づけ

・研究主題

・通年の授業

・研究会（授業検討会）（校内研究会） ※つながりの可視化

・公開研究会

５．教科・個人研究との兼ね合い

６．教科の枠を超えた「学びの質」と、教科の「学びの質」の関

連性

画

年

間

計

画

方

法



研究主題研究主題研究主題研究主題コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト

１１１１．「．「．「．「国国国国のののの拠点校拠点校拠点校拠点校」「」「」「」「モデルモデルモデルモデル校校校校」」」」としてのとしてのとしてのとしての

役割役割役割役割をををを考慮考慮考慮考慮するするするする

２２２２．．．．長期的長期的長期的長期的なななな見通見通見通見通しをもってしをもってしをもってしをもって研究課題研究課題研究課題研究課題をををを

設定設定設定設定するするするする

３３３３．．．．学校全体学校全体学校全体学校全体にににに対対対対するするするする統一性統一性統一性統一性のののの可視化可視化可視化可視化

４４４４．．．．個個個個々々々々のののの教員教員教員教員のののの研究研究研究研究・・・・実践実践実践実践をををを活活活活かすかすかすかす

公開研究会の研究主題

平成平成平成平成21212121～～～～22222222年度年度年度年度（（（（第第第第11,1211,1211,1211,12回回回回））））

学学学学びのびのびのびの質質質質をををを高高高高めるめるめるめる協働学習協働学習協働学習協働学習学学学学びのびのびのびの質質質質をををを高高高高めるめるめるめる協働学習協働学習協働学習協働学習

教科教科教科教科のののの枠枠枠枠をををを超超超超えたえたえたえた学学学学びのびのびのびの質質質質とはとはとはとは

（（（（授業者授業者授業者授業者がががが考考考考えるえるえるえる協働学習協働学習協働学習協働学習））））

平成平成平成平成23232323年度年度年度年度（（（（第第第第13131313回回回回））））

学学学学びのびのびのびの質質質質をををを高高高高めるめるめるめる協働学習協働学習協働学習協働学習学学学学びのびのびのびの質質質質をををを高高高高めるめるめるめる協働学習協働学習協働学習協働学習

・教科の本質に沿った協働学習

・教科における協働学習

・教科の協働学習における学びのスタイル

・教科で高めあう学びの質

教科教科教科教科のののの枠枠枠枠をををを超超超超えたえたえたえた学学学学びのびのびのびの質質質質とはとはとはとは

各教科各教科各教科各教科にににに共通共通共通共通するするするする学学学学びのびのびのびの質質質質とはとはとはとは

教科教科教科教科にとってのにとってのにとってのにとっての学学学学びとはびとはびとはびとは？？？？

教科教科教科教科にににに必要必要必要必要なななな学学学学びとはびとはびとはびとは？？？？





公開公開公開公開公開公開公開公開研究会研究会研究会研究会研究会研究会研究会研究会のののの開催開催開催開催のののの開催開催開催開催

研究会研究会研究会研究会 回回回回 年度年度年度年度 研 究 主 題 きょうどうきょうどうきょうどうきょうどう学習学習学習学習のののの導入導入導入導入

研究開発

1年次

第1.2回 2000

中等教育学校に期待するもの

－カリキュラムを作るということは－

学

び

の

共

同

体

教

え

て

考

え

さ

せ

協

働 協

研究開発

2.3.4年次

第3.4.5

回

2001

02

03

中等教育学校における前期課程と後期

課程との連携を図る教育課程の研究開発

研究開発

5年次

第6回 2004

6ヵ年一貫教育の新たな課題

－中等教育学校のメリットをどう活かすか－

研究開発

第7回 2005

「5つの力」の育成をめざして

教育実践研究教育実践研究教育実践研究教育実践研究

る

授

業

学

習

（1）

働

学

習

（2）

研究開発

6年次

第7回 2005
－「言葉の力」「論理の力」「身体・表現の力」

「情報の力」「関係の力」－

第8回 2006 ６年制中等教育学校で身につけさせたい力

公開研究会

第9回 2008

中高一貫教育で変わる生徒の学びの様相

－学びの共同体づくりを背景にした授業実践－

第10回 2009 6年一貫の学びを支える教材・カリキュラム

第11回 2010 学学学学びのびのびのびの質質質質をををを高高高高めるめるめるめる協働学習協働学習協働学習協働学習

第12回 2011 学学学学びのびのびのびの質質質質をををを高高高高めるめるめるめる協働学習協働学習協働学習協働学習

第13回 2012

学学学学びのびのびのびの質質質質をををを高高高高めるめるめるめる協働学習協働学習協働学習協働学習

－－－－教科教科教科教科のののの特性特性特性特性にににに基基基基づくづくづくづく学学学学びとはーびとはーびとはーびとはー



300

400

500

600

公開研究会参加者数公開研究会参加者数公開研究会参加者数公開研究会参加者数のののの推移推移推移推移

人数制人数制人数制人数制

限限限限をををを行行行行うううう

公開研究会公開研究会公開研究会公開研究会でのでのでのでの公開研究会公開研究会公開研究会公開研究会でのでのでのでの

学部学部学部学部とのとのとのとの関関関関わりわりわりわり学部学部学部学部とのとのとのとの関関関関わりわりわりわり

・全教科において、コメンテー

タを学部の先生方に依頼

（2010）

・全体会形式をシンポジウム

とし、複数名の学部の先生

方に講師を依頼（2009～）
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参加人数方に講師を依頼（2009～）



イノベーションイノベーションイノベーションイノベーション科研費科研費科研費科研費とのとのとのとの関関関関わりのわりのわりのわりの中中中中ででででイノベーションイノベーションイノベーションイノベーション科研費科研費科研費科研費とのとのとのとの関関関関わりのわりのわりのわりの中中中中でででで

•言語力育成言語力育成言語力育成言語力育成，，，，数理能数理能数理能数理能

力力力力のののの育成育成育成育成

•学学学学びのびのびのびの学習学習学習学習，，，，探求学探求学探求学探求学

習習習習

基幹学習基幹学習基幹学習基幹学習

ユニットユニットユニットユニット

•哲学教育哲学教育哲学教育哲学教育，，，，心理教心理教心理教心理教

育育育育
生生生生きききき方方方方のののの学習学習学習学習

総括ユニット

・カリキュラムの基

礎概念の検討

・高等教育の接続の

観点からの初等中

等教育カリキュラ

ムの検討 育育育育

•キャリアキャリアキャリアキャリア教育教育教育教育，，，，職業職業職業職業

教育教育教育教育

生生生生きききき方方方方のののの学習学習学習学習

ユニットユニットユニットユニット

•市民性教育市民性教育市民性教育市民性教育Ａ，Ａ，Ａ，Ａ，市民市民市民市民

性教育性教育性教育性教育ＢＢＢＢ

•バリアフリーバリアフリーバリアフリーバリアフリー教育教育教育教育

社会参加社会参加社会参加社会参加のののの

学習学習学習学習ユニットユニットユニットユニット

ムの検討

・カリキュラム・イ

ノベーションに向

けた行政の役割の

分析

・理論・思想と実

践・授業分析をつ

なぐ全体の調整と

プラットフォーム

作り



イノベーションイノベーションイノベーションイノベーション科研費科研費科研費科研費とのとのとのとの関関関関わりのわりのわりのわりの中中中中ででででイノベーションイノベーションイノベーションイノベーション科研費科研費科研費科研費とのとのとのとの関関関関わりのわりのわりのわりの中中中中でででで番号番号番号番号 ユニットユニットユニットユニット タイトルタイトルタイトルタイトル タイプタイプタイプタイプ授業時間授業時間授業時間授業時間をををを利用利用利用利用 調査調査調査調査・・・・観察観察観察観察がががが主主主主のもののもののもののもの,,,,研究研究研究研究のののの蓄積蓄積蓄積蓄積がありがありがありがあり開発開発開発開発がががが進進進進んでいるんでいるんでいるんでいるプログラムのプログラムのプログラムのプログラムの実施実施実施実施 新新新新しいしいしいしい授業授業授業授業をををを附属附属附属附属とととと一一一一からからからから開発開発開発開発するするするする
1 基幹学習基幹学習基幹学習基幹学習

中等教育段階中等教育段階中等教育段階中等教育段階におけるにおけるにおけるにおける文法指導文法指導文法指導文法指導にににに関関関関するカリキュラムとするカリキュラムとするカリキュラムとするカリキュラムと指導法指導法指導法指導法にににに関関関関するするするする調査研究調査研究調査研究調査研究 ○○○○ ○○○○

2 基幹学習基幹学習基幹学習基幹学習

メタメタメタメタ学習学習学習学習プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト①①①①：：：：総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習のののの時間時間時間時間をををを活用活用活用活用したしたしたした学学学学びびびび方方方方のののの学習学習学習学習とととと支援支援支援支援 ○○○○ ○○○○

3 基幹学習基幹学習基幹学習基幹学習

メタメタメタメタ学習学習学習学習プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト②②②②：：：：教科教育教科教育教科教育教科教育におけるにおけるにおけるにおける協同協同協同協同をををを活用活用活用活用したしたしたした学学学学びびびび方方方方のののの学習学習学習学習とととと支援支援支援支援 ○○○○ ○○○○

4 社会参加社会参加社会参加社会参加のののの学習学習学習学習 シティズンシップシティズンシップシティズンシップシティズンシップ教育教育教育教育のカリキュラムのカリキュラムのカリキュラムのカリキュラム開発開発開発開発 ○○○○ ○○○○

5 生生生生きききき方方方方のののの学習学習学習学習 学校現場学校現場学校現場学校現場におけるにおけるにおけるにおける予防的心理教育授業予防的心理教育授業予防的心理教育授業予防的心理教育授業にににに関関関関するするするする研究研究研究研究 ○○○○ ○○○○
5 生生生生きききき方方方方のののの学習学習学習学習 学校現場学校現場学校現場学校現場におけるにおけるにおけるにおける予防的心理教育授業予防的心理教育授業予防的心理教育授業予防的心理教育授業にににに関関関関するするするする研究研究研究研究 ○○○○ ○○○○

6 生生生生きききき方方方方のののの学習学習学習学習

ライフキャリアライフキャリアライフキャリアライフキャリア教育教育教育教育のののの可能性可能性可能性可能性のののの検討検討検討検討―――― 社会的社会的社会的社会的レジリエンスをレジリエンスをレジリエンスをレジリエンスを高高高高めるためにめるためにめるためにめるために ○○○○ ○○○○

7 生生生生きききき方方方方のののの学習学習学習学習 関係関係関係関係づくりづくりづくりづくり能力能力能力能力アップのためのアップのためのアップのためのアップのための心理教育心理教育心理教育心理教育プログラムプログラムプログラムプログラム ○○○○ ○○○○

8 基幹学習基幹学習基幹学習基幹学習

効果的効果的効果的効果的なななな探究型学習探究型学習探究型学習探究型学習のののの進進進進めめめめ方方方方とととと学校図書館学校図書館学校図書館学校図書館のののの関係関係関係関係についてのについてのについてのについての研究研究研究研究 ○○○○ ○○○○

9 基幹学習基幹学習基幹学習基幹学習 数理能力数理能力数理能力数理能力のののの育成育成育成育成プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト ○○○○ ○○○○

10 社会参加社会参加社会参加社会参加のののの学習学習学習学習 共生共生共生共生のののの作法作法作法作法とととと技法技法技法技法をををを育育育育てるてるてるてる学習学習学習学習プログラムのプログラムのプログラムのプログラムの開発開発開発開発（（（（仮仮仮仮）））） ○○○○ ○○○○

11 社会参加社会参加社会参加社会参加のののの学習学習学習学習 教育教育教育教育のののの職業的意義職業的意義職業的意義職業的意義 ○○○○ ○○○○

12 総括総括総括総括 中等教育中等教育中等教育中等教育とととと高等教育高等教育高等教育高等教育のののの接続接続接続接続 ○○○○

13 総括総括総括総括 中等教育学校中等教育学校中等教育学校中等教育学校におけるにおけるにおけるにおける総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習のありのありのありのあり方方方方



附属学校附属学校附属学校附属学校のののの今後今後今後今後附属学校附属学校附属学校附属学校のののの今後今後今後今後

国立大学附属学校国立大学附属学校国立大学附属学校国立大学附属学校国立大学附属学校国立大学附属学校国立大学附属学校国立大学附属学校ののののののののありありありあり方方方方とととと方向性方向性方向性方向性ありありありあり方方方方とととと方向性方向性方向性方向性

○教育学部との連携による先導的・実証的な研究

○教育学部等の研究フィールドとしての役割

「「「「モデルモデルモデルモデル校校校校」「」「」「」「国国国国のののの拠点校拠点校拠点校拠点校」」」」「「「「モデルモデルモデルモデル校校校校」「」「」「」「国国国国のののの拠点校拠点校拠点校拠点校」」」」であるであるであるであるであるであるであるであることことことことことことことこと

イノベーションイノベーションイノベーションイノベーション科研費科研費科研費科研費プロジェクトとのプロジェクトとのプロジェクトとのプロジェクトとの関関関関わりのわりのわりのわりの中中中中でででで

・『大学・社会での学び』につながる中等教育のモデルの提示

・国立大学附属学校だからこそできる、公立学校ではできない

先駆的な教育研究とその実証

・学部と連携した「教育研究の場」としての機能

・「日本の教育のあり方」を意識し、附属学校としての「教育実践

研究」を「これからの学びのスタイル」「授業のスタイル」等の授

業改革を推し進める

イノベーションイノベーションイノベーションイノベーション科研費科研費科研費科研費プロジェクトとのプロジェクトとのプロジェクトとのプロジェクトとの関関関関わりのわりのわりのわりの中中中中でででで



最先端最先端最先端最先端のののの教育学研究教育学研究教育学研究教育学研究をををを行行行行うううう学部学部学部学部

教育研究教育研究教育研究教育研究のののの場場場場としてのとしてのとしてのとしての附属学校附属学校附属学校附属学校

共同共同共同共同・・・・連携研究連携研究連携研究連携研究共同共同共同共同・・・・連携研究連携研究連携研究連携研究

「「「「「「「「社会社会社会社会にににに生生生生きるきるきるきる学力学力学力学力」」」」のののの社会社会社会社会にににに生生生生きるきるきるきる学力学力学力学力」」」」のののの獲得獲得獲得獲得をををを目指目指目指目指したしたしたした獲得獲得獲得獲得をををを目指目指目指目指したしたしたした教育教育教育教育教育教育教育教育


